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3 土 器

調丘地主緩から ， 弥生時代から室町時代に笠る名時代の土~ftfが多品に111上した。これらの

こt鉛聞は，遺彬との関連によって，下1造営以前のものt 平波宮崎代のもの，宮携絶後のものに

大きく 3 分することができる。 土訴の柄拘~ . m，，，， 総酬は，巧然のことながら時期によって相
瑚 瓦に民なり，また使川場所である遺憾と探〈関連し，遺構の性終を以映し Eいるとmわれる。
したがっ C配述にあたっては。前述の 3段階に分け，ま-rl宇田附毎にu.l土状配を級括し，次に 配述の廟序

各段階を特世づける土抑制，主として遺憾に伴って山土したものを'1'心に観察結果を報告して

ゆく ことにしたも、なお，宮出絶後円土器加の検討にfiするため，出15次調査で倹111し，遺憾
D 

についてはすでに報告前みである 土端 SKI白3出土の一括町料を併せ収以することにした。

事 土出c)，誕明に先立ち，特にが良時代のこi器聞についての記述の煩鍵さを避けるため，あらか
周績に関す

じめι下のとりきめをしておく。基本的に土器の成形 訓盟下位、 ・器同名 時期区分について るとりきめ
は ，半身長宮報告¥UJおよび 『平成宮報告刃』に従うものである。

l 平身長'~~跡から出土する供眼形'"土師器の成形法には次の 3 舗がある。一つは大形の木の葉

。jt;酷のある面(>'l向〉の上で粘土紐を巻き上げる方法〈本の東成形手法〉であり，底部が広い

・綜 ・ml1i11O製作に採用される。招二は同じく粘土紐昌き上げl!i形て，.うるが，木の』聴を使わなL

" )j法で，椀や小割量(埠蛍lB町〉の製f作トに謀}外刷11きれる (!j牟F予子i.I:)o。他のもう一つは剖Y車』器紫非の製作投

世怯、とJ共鳥泊するもので'川転台(いuクロ叶〉の lて

q引1きu山iしへ伊勺」訓足並をロクロ川申転ニを刈j川i口lして行なうブ方J法(納 i飢Z巻Bきlげuクμh成花n形修L法t)でで7ある。2平ド易域R 
富跡u山lJはゴ土-の机闘f形移血よ師出の多くは木の1柴定手法 .左手手法で成形されたものであり ，ロクロを
*曲った例は州めて少なL、。今何報告j卜る地域からは ，子立時代のものがわずかに 1/x出土した

に過ぎt"~、。

EEZE童
手法

本の車成形手法f炎に行なわれる出 1段階の調盤法には3附あり ". b・CF世と呼んでい ""段階調
益法

る。a:p.世は iブJの水にのせ!他方のFを使って口柑部内外耐を繍方向になでる(ョ，ナテυJ。

b手法は日ヨヅデ調教した後，さらに低郎外山をヘヲケズリする。c手法は外1(11を全体にわた

. ~てヘラケズりする。 左手手訟に伴う調整法には ， J， .:JîI01i'~にのせもう -)]の手で"柑部 上端

を強くなでるだけのc手法がある。e手法で晶盤後，さらιヘラケズリを加えるものもある

が， b P訟に対応する倒はなく ，へヲケズリを施すばあレは全聞を削る。

調亜の出2段階として，器而を整えるためヘラ ζ ガキを絡すが，その及ぶ範囲 ・部位によっ 第2段階綱
盤逮

て o手法 、-Jl4なし.l-r法 口柑部外国のみをミガクもの. 2 'fit 底部外耐のみを、

.ノ'1f/もの，3 nt 外両全両を、ガクものに分け，出』次段階。 a • b ・，3下訟と組み合わ

せて a"UJ. <11. bJ • 1..>1等のように必現する。

!北形 ・開盤手世 は時代とともに変遷 j卜る。 9jH 紀初期を揖iニ，それまで後多うだった木の!tf

1) r平純白鰍伊1IXJp.22。
2) rだ乎乎法」はた手の上で仏土総生巻きあげ
ることを:Il!~どして命名された(問中琢 「市代中

位における予工撲の発進 然来←綬内Jn~ 本

の考古学v!Jp.1(1)。ここではその手法の有存
t叫'1ゎr，木の葉手法でなレ利土紐l!き上げ予
法の/e称としてJIJいている。
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i1:tま聾を前l，左1'1'訟が噛行する。調整手法も次却ι3三肱:jO)!fi略化が進行し，凋整の括2段

附(<ガキ〉を省く傾向を示す。 また (，'i l~時代後半を~に，それまで盛行した c 手法は c 手止

に取ってかわられ， 10111紀後半には完全に聾を前す。

陰土簿によ 2. .>¥1:.9武宮跡から出土する'"良時代の土訟のk学は，胎土飢成・l!巴・製作位法の上から，次
る鮮別

に述べる2つのグループのいずれかに崩す。 l鮮の土師紛のJ<jtiiの色調は，白色を帯びた"色 e

味の姐lい脱ぬ色を里す。断面の巴調は惜同色で，ほとんど砂粒をまじえない胎土組成を不し，

向tlに焼きしまっている。 ーブ1)，II 鮮の土飾帯百の苫íllìは民尚ない U('HtI色を ~-J卜。断聞は時茶

尚也J(，の色合いで。 内色粒子 ・ く され襖 ・ チ指ート醐予を多il~に合み r r.rに比べ多孔慣に地

きJ:がっ Cいる。 1鮮土師総は9j世紀間以降みられなl'" 11 r.l土師総にあ勺ては8世紀後半以

陣次却に砂の合イ日立が多くなる傾向を刀、r。また， 9 世魚~tJ，闘争 iO世紀州 市 出まとの土師器も rr • 
併耳、統にl!;するという分析帖忠を叫ている。

併の迎いに応じて製作銭訟にも孟が認められる。尚停を例にとって述ベょう。停部と脚部の

J業合法は， J鮮では係部底中央に粘土紐もしくは納 1:(7)愉を杭み上げる1i訟をとるのι対し，

じ
法
応
民族
r'
mた
の

23君臨

111撃では停f都中央に紡iを械場建l，そこに怖を差し込み，伸に粘土を巷きつける方法をとって

レる。接合後に行なわれるヘヲによる脚住部の副取り)j訟も典なる。l詳では杯部と脚部のH* 

け艇から被聞に向って削りおろすのに対し. n t下では標期iから-~~，こ ， 時には係部と脚誌の付

け似でいったん止めるばあいもあるが，障を固定した術担納土の及ぶ範阻まで削りあげる方臣、

をとる。また，J昨の両杯の脚部内由は稲部をヨコナデ，脚tl却をナデで調整するが， II群の

ばあいには棋部内外而と脚柱部の外而をヘラケズリで調盤している。なお，杯 .nll等に閲して

は，8世紀佳半U障になると J群でへラケズリする闘は少ないの巳片しU併ではほとんどす・

ベてへヲウズリ調整するという相違t.iも指摘できる。

3. ~i理般の供時形隈(杯 肌 凶) の成形手法は， 11りに触れたように軌土紐巻き上げ"グロ成

形であり !料こと機から直接製品を引き山す*~'"きによる例はない。 ただし ， 奈良時代後半に

は。，¥1:の泌峰〈壷G.}盆I 蛍")の製作にこの方法が担111されている。

粘土網l~き tげログロ成形世、におL 、て，回クロから製品を凶り騰す際には， ヘラを押し込ん e

で切り鰍す偶〈ヘラ切り〉がjはーを山め，~J り離しに才、を値JII-tる聞は桜めて少なL 、。 成形後ι

行なわれるロタロ阿転を判別したケズリ ・サデをそれぞれ凶タロケズリ ・ログロナヲと呼併えす

る。

語恵舞の勝 4 糊総についても，肋土制 ・調整手法り湛レによって r-r向岬に附できる。I

鮮は暗市民色を弘する硬質のもので，胎土中に白色世f・1.1.¥也Iil+を若干古む。林 ー皿lriに閃*

しては，わらを稔山lに挟んで重ねてt完成Fるため，火際を持つ倒が多、、。平島長官跡からHl土す

る割i且器}の大半はこの矧で，器極も畳FJである。U剛志脱色味の強L以m立を日し，砂粒は少
ないが:，1.¥位の粒千を多11に古む。 この:，1，¥色粒fはもろく ，ログロナデ ・ログロケズリによっ亡

品をぼかしたような観を~-，o 8世紀前半に崩符に且られる似いjであるが，Jド市に下半なヘラ

ケズリを行なっており ，土師総の手法に特:1iなヘラ、ガキを施す例も多L、。 rI字と同燐火俸を .

1.1'つものが多く!ほとんどひずみなく班きあがっている。半減百跡ではほ的に l併に次し C多

<~llîめ，器岨は供蹄形態のものが主体をなす。 rrr鮮は相11抄粧をかなり令むが，硬直に悦き締

• 

1) 円以官銀位X1JPお7"
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っている。稀聞は少なく ，体B・同蓋・皿B等に限られるようだ。これらの総組の躯作にあた

っては，同心I'J状の刻みを持つあて板を肥って粘土2砲を平坦にのばして陸部を作った上て咽輯

部・綜部を作る点て'他の鮮と異なる。また，形態的にも他鮮とYもなり，全体に分厚〈孟悪があ

り，綜B・山8では高台部外側而が内阻し，杯B革は凪平でつまみが逆台形である等， 見L

・て他と区別がつく。W鮮は灰白色を呈L.I胎土は極めて細かいが出きがけ<.粉をふいたよう

な焼き Iりのものである。 8世紀初頭の杯等に苦下認められる程度で間外的な存在であるo

以上の他!平波宮内ではl.U:lfjに少ないが. [-IV/.Iのいずれにも同さない割聴器が存在す

る。r.て内ではこの T~ IV君子以外の詔忠告告がかなり の此知られており ， 今少し資料の増加を持て

ばさらに畔別が可能な状担である。これらのうち産地がI"j定できるものとしては，主治定 住

・ 世直 ・ =虫叫Iif . 兵h/(~;t斥等がある。

，"安時代に入ると全体的に項恵器の供l~形盟は減少の一 途をたと・る。 9 世紀初頭刷までは，

1 1算税理躍がまだ若干Hられるが，同後半になると T!Iに住って県医色~暗医巴を旦する別の

一群が出現する。この 群は，胎土 ・技法 ・器耐の上からj 期間府地嗣市に所在する臨市窯祉

鮮の崖と考えられる。

・ 5 黒色土器には内面のみを県色処理するものと，内外両而を県色処甥ずるものと 2極があり，

前者をA凱.後者をB影1とする。

6 半減宮京から山土"'る土器の嗣年につしては，控法面の観務様相術111の上で 1-... ¥11の

7グループに大>>1)Lてレる (T8b.5)o11配のある木間専の伴山によっτcれらの'!I'J'f¥のー

摘が知られており ，記述にあたっては「平波宮土器けというような表現で型式と年代簡を示

-す。 I-Vヵ、予誠百時1¥に屈し.¥1は長岡京の時別であるが，革都世料となるような土総を検

山していなL、。刊は平揖 t阜E都の時間にあたるo "以降につい 大別名倒 的2代

ては，まだ詳細危型式置亜の構図を完成Lてい必いが， JY.滅京在 宅城宮H 街 1I 7IOA.U 

;;(一条三wにおける束三曲大路東側溝のト回 (SD民01¥)， 向上
周 (506508)，講師寺凶間関床両出土一括土器とL う剛で，大き

. な区~IIを設定しており . SD650Aが9世紀中頃~能半，SD6田B

が9世紀後半-10世紀前半，薬師寺西伯日は10世紀後半代と宅'え

平誠?雪上也 11I 725 

平l!t官土様皿 750 
平厳官土跨W1 7飴
平以宮土日語、 7同

平様宵土2'JVlI 8国
平成宮上~\'D 臨S

られるCll!V怠'"照)。 T.b.5 平易長官土'"の大別

7. ;起棚田は原則として 1/4に曲尺するが，大型品や掴部を斑現する必誕のあるばあいは，適

iし より大きな帥尺を採用ずる。実測固に入れる鯨は，主として俊之凹部および詞盤の膏換線

.に限定する。また，土師盟における手持ちヘラケズリ ，須聴器のログロ日は表且しなも・。黒色

土器で"柑部内面に箪lE紋の陪位を持つばあいは，内而ヘラミガキは表現しない。型醐固に付

した土務番号は PL.Figに共通した通Ljを号で，土掃の繍類10に以下のように分けて表示す

るようにしている。 1-199が土師器問;'1:.士総). 200 il'il¥が須車ir.}， 3曲晶代が'11色土器，

400岳 1\が疋ir~ ， 5剖ffi代が政利向器 ・白交系陶桜.6凹併代が輔副l三事陶加。 7曲番Itが輸入

陶磁鉛.8回出川止が特殊土製品(説ゴ緑土川〉である。
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A 平城宮造蛍以前の土器 (Fig.47)

百造営以liijの土器には車生土器および占頃時代の土師器 ・罰車器がある。これらはJ.型地域
内を西北から東南に向って流れる旧水路S060舶の哩jおよびそ白両単にある小土捕や揖など

から出土した。

1 弥生土鴇

弥生土器は主として 5D6060の両岸にあるいくつかの小土捕から完形に近い形で出土した。

SO 縦闘の桜土からも芳見されているが， これらは小片である。弥生土制品、ずれも遺存状態

が械めて蝉<.告書面が制高し，調整 ・施粧等を担療できるものは少なL、。器研には輩と菱があ

り，すべて睡内部 !樟式に属す。 8，ま土輔SK6122から出土したもので，岡部品大佳16.2冊を

棚る小型盛である。顕部に2条の枕組がめぐる。

n 土自jj1協

土師器はS06060から大世に出土したが，出形に近いものは少たく 。迫存状腫が思いため調

整手法を観棋できるものは少ない。定形ι近いもののみを凶示1-，他の磁Itについては器形町
1) 

制介にとどめたL、。

• 

• 

SD6冊。から山土した土師器には，布団式の範聞に入るもの (4世紀ぷ-51世紀前半〉と須聴器 ・

の生産が始まって睦のもの (5世紀後半代)とがある。両表は共に SD6似調印の同一回l立(上周の荒

砂)からfll土している。布留式の系統に凪するものには腕A(1)，日杯A(5・7)，間帯!，X(6). 

小型九底雌A (2'3)，官官台A，器台U (4)，世A，血D (15)，議E (16).畳F (13)，聾 A，

哩 1，型X(9)等がある。軍u!l器を伴う"，11mの土師器の器極には23杯ll，市本不C，小型九底

壷C (10-1め，盗B (14)，恒，盟等がある.

出 須1M.器

担恵:1:1はSO曲回から総監10)¥.，3例体分。匝片が出土したのみである。総屈には向綜，長

矧i盆.l!~がある。 日綜 (2咽)は短脚三コ]l!!有越川停で， 脚部と杯部外出にカ 4 メ を1告す。長関

蛍 (201)は百l部から上位を欠1ょするが，嗣郎にニ条の枕線によって区画を作り ，その中に櫛防

波状絞を施す。庇f部はナデで調整するが，HIちへラケズリの出跡をとどめる.

B 奈良時代の土器 (PL曲........62，Fig.48) 

ヲE樹Illifi'fが広い酬には京鳥時代の土器のHl土品は少なく， 企般的に散在的な山土状況を示す

が，調査地域班北部の同咲東官筒域周辺の1，時や包合Mからは比鮫的集中して111ことLている。m
Xi威内では，Jt戸や四辺にある長方形土附 5K63叩 j あるLは建物周辺の包合Mから少量出土

1) 鉛鍾名は 『平按官報告xJにしたがって位進する.
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Fig.47 宮造営以前の土留期実測凶

ベ ー1ーフヲ

12 

8 

16 

却価

しているに過ぎず，厳芥処埋周の土摘がほとんど無いのが鳩集地峻の一つの特色となっている 0

. 出土土器の内容からも局担成の特色を知ることができる。まず』右前l陶器tは 1点(三tJ)，陶脱

は2)¥とiI常に少なく ，一方漆容器の出土量がかなり多い点が一つの特色て・ある。 つぎに調理

穏と土師加の比寧をみると， 7: 3の引で:1'(車需が多<-しかも割車問の大半は込i班であり ，

係 以下のUU~形態は少なL 、。杯B ・杯B韮符では，硯として利111した例が多いのも一つの特

置として抱えられよう。 なお，土緊翻の年代については，8世紀前半代のものは土摘SK回目。

if'1f S059田 ・6151・6152出土J1，以外は認められず，大半は佳学代に凪す。

97 

15 



a 包吉周山土土器

土罷聞の大多量は遺物γd含回から出土したものであり ，総じて遣怖から山土したものより障

りが良、、 ここでは包古田から出土した土器のうち，主として完形に近いものと形胆の珍しい

ものをとりあげることにする。

土 師緑 土田密告のIlsAI{ね)は H手土器で '"干法で剖監する。庇郊外面には指頭挺および粘土組事

の叫跡をとどめる。 土師総同A (32)はE群土憾で，出部外而からn制部下よ幹部をヘラケズリ

するo 1:1 b!:部上学部には2段のヨコナデ瓜跡をとどめる。

~l 恵器 担忠器の綜BにはB皿 (231)とsIV(230)とがある。杯日目は底部}.'.1綜よ りかなり内側に断

I同i;I':形状を呈する短U¥な両台がつく。底部外国は日夕ロウズリで調控，杯 BlVは底部ィ、ι司整で

ある。両者ともに I群土結。綜 BlV蓋 (229)もn宇土器で.m部外国はナデで調整する。 盤E • 

(232)は底部外而と体部外岡をロクロケズヲで調整する。底部外国のケズリは中心部まで及ば

ず，ヘラWJりIi!.をとどめる。体部外面はヘラケズリり後さらにロタロナデを施す。 I群土器。

護Gには，出高22酬を超える大型品 (238)とI9岨程度の小型M，(国7)とがある。両者ともにロ

グロケズリを施さず，底部外面には糸切り痕，体部にはロタロ Uをとどめる。ロタロ水位き法

によるが-s誌に引き上げられたものではなく，体甜と顕部を別々に引き出し聾合したもの。壷 ，
M (285)は徳利形の小型輩。結土塊から一気に引き上げられたもので，朝団内而にはしぼり 目

を践す。ログロケズリは胞さない。壷L (234)は出品の体部と外反する短い口緑部からなるe

体部はロタロケズリで調整するが，底部外簡はヘラ切りのまま調整しなも、。I砕土器である。

必11(236)は側同形迫台形状を呈する体部に大きく外側する閉滞がついた広ロ壷で，ロ栂部」と

{t.'外&l.端部は上方につまみ上げられている。成田外mlは不剖盤。民自色を呈rる軟質の・
焼き上りで，1--1V./!干のいrれにも同さない。 車並 (233)は口開よりやや小さい在。平底と苦

千内胃気味に立ち上るU脳部からなる。双ムE瓶等の顕部の低い型車lの韮と考えられる。口脳部1

4まuクロウズリの後ロクロナデを晶す。底部外国はログロケズリで瑚盤。 1--IV:ttのいずれに

も凪さなL、。lI1海産であろうか。

以 上の包古田出土土器のうち，壷E・Lは平以宮土器耳目-llJ.他は平易車宮土器Vに届す。

H 506499出土土器

A!~ :tl*官帽の1t限をなす築地 SA6510の北雨務溝であるlI1由服506499から，品的には多く

はなL崎、 袋良時代末の土器顛や土E揺が出土した。

調聡

土飾器 土師磁の器極には杯C・碗A・蛍B等がある。綜C (18)はH群土器で.b.干怯で調整する。

須恵器

国Aの法批はほぼ均一だが.'.千立によるもの (21・22)と'.手法によるもの (19 却)があ .

る。どちらも 111宇土器である。盗B(23)は， 般に担で人而を抽きまじないに匝用する盟と

共通した特色をもっ。ロ怪が嗣佳を上回る広口l1!の形哩をなし，体部，jt程よりやや上位の相対

する{的立に小さな粘土泌を焔り付けてLる。"柑部はョコナデするが，体加はハケメなどの両

監を施さず，粘土紐在き上げ痕跡を残す。火を呈十すた提跡はなし、。

事i聴器設の総祖には 11)土禄白綜 BlVと盗越がある。 杯 BIV(216)は底部へラ切りのまま不調 $

酷である。班蓋 (213)は宝珠形のつまみを持つ広くて平坦な頂仰とやや外ブJに聞く短レ紐部か
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らなり，頂部外聞をロクロ今ズリで詞較する固

III SO 6477出土土器

田富械の~tを限る聾地 5A臼75の北両部精 5D刷円から少品ながらゴ師.;e{ ・ 割必2告が出土L

た。 '1、Ilが多く ，総形 ー訟日を識別できる個体は図示したものにとどまる。すべて千波下け出

• vに属す。
土師保の禄叙には杯 Alt輩Bがある。杯AI(17)は ，f，U燥で，b. 乎 U、で~.'H告する。\i'~ B 土師器

(剖 25)は亜陥人間土総の裂と共通した形周でrI緑町地ヨコナデするが!休部外田は不訓理性

で粕土紐t!iき tげ叫跡をとどめる。 5回 199から出土した出B(23)に較べ，体主将上仲か丸味

を*び，底部近くがわ¥1泊する。

・ 剖思世には綜 BIV経 ・輩 ・亜日がある。杯 BIV器 (215)は凪平で平坦なul部と外反する桂部 須恵器

からなる。別部外面はログ ロケズリで珂較。つまみT(ii:Uに rJI'J <o'i町民占を持つ。

iv SD5960出土土器

lIi古車官筒刷半部の西日1をな す出北開 5D5償却から京良時代f1Jl田(~技官土M I .11)の土器

が少JU:出土した。SD59曲は総長 1曲mを尭掘したが，土保は世イf的な山土状置を示し，主体

・で7監理用水箱 l綜にも満たない。

オ師訟の治組には停A • nnA • ~.~綜等があるが， いずれも小Jrで遣すf状胆も思〈観察に耐え 土銅器

アょL、。

担;也協には杯A 杯B 杯日置 1mB・椀A.1駐車 ・到怜の器開がある。杯 AIII(202)は 須恵器

"世の大きさの割に然出の低レ杯で!底部外而をゾデで捌聾するが，へラ切り痕跡がIVI聞に残

市 る。 l群こt協である。杯Aにはこの他 I-IV群のいずれにも凪さない杯 Amがl点ある。 杯B

1 (205)は底部の稔監がきわめて厚く， Ilb~部は内哩究味に立ちよる 。 IJICU:;>，'iYに近い胎土組

成を示す。綜Bn(2四 _208)には3極ある。 206は内野するロ障問で，i¥'S台端而が外傾する。

応部外耐をログロ令ズリで調態rる。 l-IV務のいずれにも属さなし、。207もロ暗部が内脅す

るが端部近くで外医する。底部外面をログロ回転を利岡しないヘラ今ズリで調整する。208は

・外反するu輯却で，11部外面周輯よりやや内聞に低短な高台を付ける。庇邸は品台部より突出

する。綜sIII (2個〉はロ輯部が直線的に外方に聞き，底部外酎間耐近くに外方に踏んばる低恒

な向台を付す。陸部外聞は不調理性。 I群土器である。氏部外而を脱に転刷。杯 8日蓋は (2().1)

I昨土閣で，平坦なTIi織と内脅する輯部からなる。別部外而はヲデで拘置する。内面を硯に転

mしている。争事B田直 (20.1)はI群土器で，余府の頂部とわずかにll!rtllする躍侃からなる。m

* 節外I仰をロクロケズリで調整する。棉A (212)は棒高に比して "置が小さく，口組部の外傾匪

も小さL、停A形態で，"，部外面をロクロケズ リする。 H群土器。lIi!症には，円程9，5crn，株高

3.3cmの小劃~~ (211)と，口怪13.6c由， 橋市2.6-cm再度の'1'型品 (210)とがある。 liil者は平坦

なTIi聞に比較的犬きレ宝珠形のつまみを符ち，口紐部は外Eする。挫折は日平なつまみで，敢

にかぶせて焼成するため"柑端を小さ くつまみ上げている。両加とも l桝-H情。

1) 従来「品傍人面i加Jと呼んでいたが，文字て暗まないので「初」を円筒Jに変Eした。
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v SD6160出土土器

前IV期の阿波東世を同す築地 SA59田 B<>車雨前再開 SD6160から少ll:の土器と県佐用の小型

カマド形土製品が出土した。士宮N1Jiは平娘宮土総Vに屈し，覇軍器が多〈オ師器は少なし、。

土腕器 土師糠には杯R・illLA・腕A 日終 ・盤 ・到等の出舗があり I すべて舷片である。杯 Bll

。りは<.手法で調整する。腕A (30) も'.手法で調'ff'~， ~t部外而に 「主将J の盟占を持つo • 

両者ともにTI群上様。

須恵務 担理般の盟国には係A・杯日 同革:;mG . ~~ L 葡程 ・鉢c・開等がある。杯 AIV(225) 
はロ棺上部が外直する。底部外幽は日夕ロ今 ズリで閃蛇。 11伴土保である。杯 B1 (幻7)は頂

部外而をナラで間段。 I群土器。杯 Bill韮 (225)はm部外而をナデで制措 j卜る。

vi SO 6151・6152出土土部

持型車官摘の闘を限る築地 SA6 1叩のJI!雨~間 5D61 51 と西岡市部 SA61担から土器が少量

出土した。両刑から出土した土器には相互に援合するものがあるため，一括して級う。出土土

器提中には若干量の奈良時代木~平安時代初めの百"が古まれるが，多くは奈良時代前半期〈平

援官J:~ II .11りのものである。

土 自雨雲 土師号告はJil:的に少ないが，綜A.rmA • f髭A.聾等がある。いずれも細片で残りが悪い。

須恵密 罰聴器の熔舗には係A・綜臼・杯8蓋 ・皿B・5銃A・畳K・壷L・世Q等がある。 1-而群

l二世があるが，11宇治市倒的多数を市める。綜 sIVには "佳がやや大き〈口紐却が内司L.

仙台の外冊而が内航するもの (2W)と，II;i叩はほぼ品目ぐ外ブJに聞き，高台が断面臣形で外

/iに断んばるもの(幻L)とがある。両者とも底部外国はナラで調燃する。 221はi群土器であ

• 

• 

るが， 220は ! --lV群のいずれにも属さな~'" nnsn (222)は底部同棺よりやや奥まった位恒・

に外方に附んばる低L河台を付す。 1--IV群のいずれて'もなL、。綜 Illl置は，ずれも棺部が

凪同!しない陪揺であるが，端部が断而三角形で直角に折れるもの (218)と!端部が丸く収まる

もの (217)，端部が「く」の字形にE目的するもの (219)の3fnがある。すべて副部外面をログ

ロケズリで前略 Fる。218のみ I群土器。図示した以外に界sII l置は10片あるが，そのうち 7

点は転用II!である。

vH SK日97出土土器

同型地峡西北部で検出した摺IV期のご同崩村l制北相I姐物Ss64伺の東IIi;南繍の柱穴を切る小

さな円形土踊SK6397から，完形に近い状態の土器がIII土Lた。平被官土器Vに屈し. SB64 

冊の鹿絶の年ftの一端が知られる好町料である。

• 

土師磁 土師総には綜AI1占，同A2点，綜sI董 1点がある。綜 AI (26)はH哲学土器で。<，子・

怯で開眼する。底部外面を一方向に，ロ暗部外而は水平方向に4固に分けてミガキを施す。腕

八には，小さな平底と底部近くで 且外反したのち内町する"緑樹lからなるもの (27)左，そ

れよりやや口桂が大きく n*S部が内習し外1)に大きく聞くもり (28)とがある。両者ともにH

桝土紛で'.手法で間監する。 杯sI韮 (29)は口ff26.4<:mを削る大型品で，rr群土器，1;1手

法で制執.rる。頂部はつまみを四方から技むJfjで<11'-'1に分けZtにほ究する方向にミガキを施*
し，間部から縁部にかけても 4回に分けてミブJキを胤している。
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少既ながらも士師録 ・ ~{車器が III

SK 6350出土土器

府軍地域凶北部にあるili北に掴長い大土摘SK6350から，

土し，遺備の拍川畑の年代を知る上で白重な世軒と考えられる。その大半は細川で，図示でき

るものは少なL、。時期的には平以下て土器11-1Ilに屈:れ

土師憾の器屈には杯A 杯C 皿B・醐A・制jC・同事事 斑 ・1置などがある。杯 A( (34) 器師土* 
は I群土器で，.Uo手法で調整。 口組部内而に一段の細かL、制1肱身j附位を，底部内而には鍛旋賠

紋を有する。

器恵1賓割車鉛の;硲閣には杯A 杯B 杯B韮 JmB藍 JllLC・鉢A.，ド脱 出A・5託A荒 ・盗C.

車K 聴などがある。 杯 Br (242)はI詐土器で，白部をログロケズリで悶盤， rz台端部は外
制する。杯 Uffi(245)もl群土器で，底部のヘラ切りをナデで制整している。綜Bm革 (239)

は周￥で広いm掃と拒"*<部からなり ，頂部には小さく丸味を有するつまみを持ち，服部はほ
宝珠形のつまみを持つもの(2-11)と，環状つまみを持つ例ほ直f']に折り返す。綜 BI革には，

(240)とがある。両者とも i群土器で，Tti部外而をロクロケズリで調整する。誕^ (244)は完器

ロ絃繍部は内で， 平底で開の聾った球形の園部と，ほぽJ"!直ぐ立ち上る買い11縁部からなる。

制し高台は低〈外方に踏んばる。底部外而をロクロヘラケズリで，嗣部外面は ρ夕日ナデで調

聾する。洞部にはH然軸が降着し，韮をかぶせて焼成した痕跡をとどめる。小型。盗C (2-15) 

も完娘で，平底と矩形に近いE阿部にHぼ真直ぐ立ち上る恒い口相係がつ〈。副部下半から底部

外而を μ タロヘラケズリで調盤する。聾s (246)は胴部以下を欠制するが u怪盟国の比較的

• 

VUl 

• 

小型の砲である。盟C(247)は日古都に半限状。抱手を持つ。刷f溜はヘラケズリで調整，るが，

部分的に叩き LIが残る。腕部内面には坐が付Bl-肝滅していることから，舷Jiになった後院に

fi;J刊されたものと判断できる。
• 

→A竺1hfE
S不 "1
体 BI
4不 CI
皿 AI 2 

皿 CI
腕 A1 5 
拠 XI
~ A I 2 

SE 6166出土土器U 

少量ながら土師器制止.\\l:~'IJ \IH土し抑lll- IV !聞のJt戸 Sト~6 (66から

た。その'1'には 「主思」の畠曾を持つ土師器係Aがある。f主に詐しく恰

ずるが.r主瓜」は吏応元 (781)年から大同定 (806).1pまでみえる令外官• 
師

である主周軍に相当すると与えられ，今回取りあげている官同織を周波

に比定するに際し有)Jな恨固となる!'t料である。また鋼年上において

1

1

1

1

1

1

2

 

器師土

A

暗

口

綜

L

M

A

杯
綜
杯
前
壁
崩
舵
理

稽
も ， 既述のように ~奈良時代末聞の基準!'t料となってL る。 土師雪量 ー 須

完形品は少な，.。 個々磁器合わせて総監22点出土しているが (T油 町

須
のR利については後に遺ベるが，全体的にみてこれまで平城宮土偲Vと

してきた一昨よ りも民間宮出土土器に近し平揖京における左京三条ニ

幼 1..十五坪の井戸SE百7・967出土土器と共通する特置をもっ。

• 
思

緒。土師法SのlI:l摘には杯A・符B・杯C..nnA.nnC 腕A'1iIi:B・盟A

土
数
剛

U

T--
引

鮒

山

加

!

の

M
印
h

コ

があり，すべて ll ~宇土器てeあ る 。 杯 A I (35)は完形で，n世15.2cm，総
22 官十

i':~3. 3~m o bo乎訟で調控し，底部外面に 「主品」のmmをもっ。杯 All
-・

nf.)!. (36)は11需 15.6cm，務向4.<kmで.o.手法で調整。底部ヵ:抗<. 
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部は外傾置が向く内田ずる。ロ幅端部がわずかに内側に肥厚する。蝿形躍に近い停である。杯

B Il (37)は完形で，ロ桂20.5cm，器日 7.6cmo総高の割にn世が小さく ，佳目指監の高い杯

Bである。内町するn*-11:部と断而逆三角形の小さな日台を付した底部とからなる。<.手法で調
整し n陪偲外lTriは<1Mに分けて広平方向に陪〈。体CI (39)はnfj~ 18. 8crn， ~{高3.....で，

1¥0 Tユ怯で調整。rmAnよりわずかに大きく ， 口組端i:IIが内閣ずる点を特置と j卜る。皿AII • 

(40. 41)は1Iff， 17.2-18. 4cm，器日2.5叩 l川後，いずれも<.乎法で副監する。 外聞庄の大きし、

111$部をもち，11M端部はわずかに肥厚する。lmCいのは完形で，口径9.Ocm，器日2.3cm，

c手訟で間盤。円服部は外匠L.端部は丸〈おさまる。拙Aは1It量13cm，開;n;<1.Ocmiiii後で，

'.平法で剖lI!をする もの(42・43)と<.手法で開監するもの (44.45)とがある。佐者の μ縁部が

内噂するのに対し，前者の口緑部は底部近くでー且外反したのち内司するJB睡であり ，長岡7可*

からtHオする院Cと形躍をーにする。栴X(38)は氏部を火制するが，11ff.16.2加を削る。口

柑端部はわずかに内側に肥厚する。'.手法で嗣盤。避はし、ずれも小Hであるが，口融部が大き

く外&1.端部が外闘する比較的ロ在の小さいもの (48)と，口組綿が外Eし端却を内側に折り

返し九〈肥巾させるものいのがある。両者とも闘部外iliiをハケで開聾するが，前者は内面を

縦方向のヘラケズリで調盤するのに対し.f，愛者は岡部内閣に当て匝車跡状のくほみを持ち，粘 本

土紐l'!上げ後町きによって成形したものと考えられる。

須耳障器 割聴器の器唖には事事A.，不B蓋 ・杯C[・高綜 '宣伝A置 ・壷L・壷M・聾Aがある。杯Aは
底部町破片で，鐙明器に用いている。底部外出はヘラ切りのまま調殺しなL、。 I群土器。日係

(250)は綜却を欠mするが，脚台罷15.2叩を測る。脚柱部中ほどに2条<>!t組をイ4す。脚柱部
内加を離方向にヘラケズリする。l-JV鮮のいずれにも凪さなし、。虫L (251)は高台佳 8.50官.

;jml壮大在16.0団。胴部下位外国をロクロケズリで加盟する。服部外而は不調整で，回転糸切
り叫をとどめる。焼成匪闘であるが若干焼けひずむ。嗣古都外I加には附灰師巴の肉然魚iの昨昔、を

みる。東海地方産と考えられる。霊長M (249)はロ タロ水挽きによる小型置で '"柑郊を欠く。

底部匝4.6cm， IJil部紋大佳7.2開。!!'I部下位をログロケズリで間監するが，庇部外聞はヘラ切り

のまま不問整である。 I群土器。盟A (日〉は口寵39.0cm，松山5.3cm，卵形の需体と外匠す 本

る口組部からなる。ロ棺部は，一旦斜め上方に立ち上り 1 端部近くで大きく外匠する。外面の

叩き，内001の肖て板痕跡の切り合、、から，上部からド部に向。て叩き出した状況が判る。岡田

下位3分の lあたりの断固は岡田に比して肥厚しており ，この部分を撞に内 外出の当て恒

叩曹の原体を違えている。このふくらみは平底に成形した睦庇部を叩き111し九庇にした時の名

残りと考えられる。 I群土器。聾 (263)は，闘部下半を火山する

が.n桂37伽 nを醐る大型の聾である。外面を叩きによって調監す

るが，別部と嗣却の監をヘラケズリで調整する。 1-IV鮮のいずれ

にも凪さない。東海産か。

x 漆イl"lf土保

総監675点にのぼる漆H訂土器がHl:i二した。.frJ也I互依のHl:b'.¥散

をTl¥b.7に古示した。これによって漆付箭土問の出土状出をJ;!ると，

師団次闇夜区 (6ADD-N.M区)と，それに接する出71次制夜lメ

地 区

6ADC-G区

11区

K区

。区

P区

6ADD-L区

M区

N区

P区

Q区

E十

.Q 数

14 

14 

回878日、1 開9

33 

12 

675 

(6.'¥ D D-N区)とに集中する傾向があり，総個散の93%がこの地域 rab. 7 楼付着土器ul土地.'.'.~
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から11¥士している。ほとんどすべてが破片であり， ~l'I!の判別 1可能な

ものは少ないが， Tab.8にみるように圧倒的に須聴器が多L、。割車協

では聾Hが最も多しつレで杯頬，霊長，検瓶，杯B蓋，五変革.IBIA， 

Illl '日の耐となる。 盟で~Illが判別できるものには，聾A(llO . 班 8 (3

・ lu，費CCl/uがある。5諮問のうちわ吋は輩Aυ'.'.0，磁6(1.... 1.)， HIG 

ー
一綜

4 

1 

5 

4 

74 

。点)，班K(1"，'.0，畳1.(2l.o，壷Q(2点〉である。杯矧は綜A(18点)， 皿 2

杯B(18;，'，i，)，本不E (2山)であるご !:fi必器 ~{. I 97 

土師協の抑制はすべて供!~形態であり ， 貯放形態はなし、。
~A葎 6 

6貫瓶 17 

以上の添付着土燃は，斑聾は貯蔵経器として，杯 JUlrtiはハレツ 斐 392 

• トとLて出刑されたものであろう。これら躍付き土器が周l:!，去のJln市 ~t 

部から集中的に出土することから，このあたりに同盟に所属する櫨工

J;Jの存在していた蓋然性は緩めて向いと吉えよう。

T.b. 8 波付~-' 訟の

.~利i別倒体K<

XU 品~ ~:l fni

総量24点の盛山土禄が出土した。このうち遺構に作った倒は.SE6166. SO刷99から各2

e 点.SD61曲 ・臼77・6151・5時Oから各 1l~の訂 8点であり，他は遺物也合同からの州土にか

ヵ、る。

型苫土器の分布lk配は幸子'.m副のそれとほぼ一致してレる。すなわちw世土総の多くは揖m搬
におけるll;燃の東限MSA5950より以来の地緩から出土しており ，特にその北宮容に集中する傾

向が認められるのである。 SA5950以西では，わずか7/;.しか/u土していなL、。判読可能なも

・ のは13.，，!，¥あり口仙の，中でも「主応J• r内r胞'ilJのE晶E
f引t百抵Iな町料である。

帯り IU土地 |掛也| 柑楠・自l位 時期

'o SE61同 j'応 土師杯AI '"外 平十緩器宮V 
50 " 判箆不能 土師怖かJr.l 底外
so SD6160 主l~ 9 椀A 底外 i 平鎌g{倉V 

215 5D6471 I1 家1m杯BlVみ1> 
， 

つま頂部

220 505鍵~ 代王 '杯A n縁外 平i留健経常E 

221 S田499 同n 8 杯B 蓋頂外

222 h r '綜A 底外
51 S06I52 判2定不信 土師杯^' 氏外 土平h器長官V 

223 ADC-G h 須車、杯日蓋頂舛

2剖 8 太 '軒slV蓋頂外

225 ， ヨ白. 。杯 底外

226 " 判E芝不lIi '杯B 底外

ド号|出土地 |地位 | 総術館位 |時 期

6ADC-G 判説不能 須出制;かill1A外
21' " λ H 藍G胴部外

228 6A肌;-H判疫不飽 作杯 底外
229 " 綬段 8 杯B盤国外

230 " 水 '鍍 lt外
お26ADC-K 備 '折、 '"外
幻2 " 判寝不飽 '杯 氏外
m 6ADC-L '智 '保 庇外

217 6ADC-M 判読~，能 '皿A庇内外

216 6ADC-P <::(~ {}) 8 杯Am外面

幻4 h 内股 '坪B益田外

218 h 内 '杯C 底外 I￥土成..宵E 

Tlb.9 mID土器ー町

XU> 特殊土製l日

特殊土t!M，と Lては摂犯に位われた土!日 ・哩形土製品。土鍾，硯が，また特殊土器と Lては

三帯陶臨符がある。

. 土周 土周は磁}t-も古めて 4点出土している。i1l帥に作なうのは1点で，他の3点は包含同
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Fig.48 作殊土製品災現肉

π1 

成~

から出土した。叫4は東商前SI泥499から出土した完形品で， 前足 ・後足とも辿Vこが形に聞き，

首をもたげ，岡部が短<.尾は先繍を細め斜めと1iにはね上げる。粘土塊から前足・後足ー出・

首の部分をそれぞれつまみ出L.前後町足を適当な聞き具合に内側に折り返したあと，間部 ・

腹部をヲデで調整する。手嗣・鞍の苫現がな<.揖悶を表わしたものである。加31ま804とほぼ

同様な?係閣を持つ土問であるが，前足 後足加部を火失Jトる。生体に肉太で，服部はナデに

よってくほむ。6ADD-N区山土。他の2，'，'，¥は肢叩の舷Jtで，6ADC-H匹から出土している。

土鍾 土離は問北謂 5061白から 1l-!. (802)， 6AOO-N区から 1点 (ω1).計2点出こしし

た。どちらも土師買の紡錘形で，隊状の芯に!Ii土組を丑きつけて作った租担品である。802は

長さ64岨，畳大径3.4咽，中心に珪l咽同u後の孔が通る。同1は祖い調整で断而はjEPJ形をな

さなも、。長さ4.8佃，最大佳1.60冒の細長い形腫である。

竃形土製品 乎拙ねで作った土師Rの小型車(紛5)で，下底が広い台形状の休部の 個所を

克で切りとり世円と L.)1，)辺に粘土級をl防り付け刷をつくる。南北前506160IH:!。

5見 出土した陶阻は台付1')面硯2山のみである。どちらも磁片であるが，胞と栴の区別が明

臨な図足硯であり ，外挺外部ド端に1条の突ti?を， また脚台部に長方形遣しを配ず。808は6A

DD-M 区の包官聞から出土したもので，器壁沿i./'fく，外蝿部が間部より突出する。脚台部の

透しは縦民の長方形で， 日ないし12個に担原できる。田7は6ADD-LIKの包合刷から出土し

たもので，企体に器盟が薄く作られている。外擬部は陸部より低く，外拠部下位に太い吏裕が

巡る。脚部台の通しの置は不明だが，3-4例程度と少ないようだ。

三彩陶器 舷}十 1}.!，'ゅ;'6ADD-P区の包世間から出土した (303)。大型の閣の脚台部の破片

で，外国と底部内而に昌利，10褐軸が部分的に残る。白色の枇¥1(な本簸f白土を{克111しているが，

技雑物として長石 ・恕fl}・チャ トの徹砂を合む。
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C 平城宮廃絶後の土 器 (PL田~田.Fig.49 田〉

9世紀初頭，平おま上唱が再び干撲の地に還都し!旧.ua信織にも御¥L柱盟物鮮が盟てられる。
・;n自由の上では都V期!こ相当L.珪物時調査lズ北部に集中j卜るが依然官嗣的な性絡を保持してい

るように且われる。この時期に届 iる遺物は械めて少、な<.遣1障に伴うものはほとんどなL、
部V則の終末以降，宮あるいは官面的な性絡は刑失し』旧時盟織を古む四一油大路東辺 帯

には県務が判まれるようになり ，14t世紀中頃まで続いたと且われる。出V朋以降の土昔話wはこ
れらの集古来に住んだ人々が践したもりであるが.l'世杷桂半官Iから拍まったたひF前々る問固定井

. 刊のため，その大半は;n拙から遊催し，包合M小に古まれることになった。埴仰に伴った例は，

井戸や土捕や探〈制り込まれたものから出土したものに臨られる。出VJ回以降の土器閣には，

土師僻，出色土保，瓦協， ~HiE器 ， 民和耐震器，白書E系拘器〈山茶腕).愉入陶臨器(育磁・白磁

<g)がある.ここでは主として遺構出土品を取り上げ，包合聞から11¥土した匠柚闘器 白茸系

陶揖 輸入陶阪総につレては節を改めて述べることにしたL、

• SK 7040出土土器
SK7制Oは馬軍域開辺の Ss7田7など小規模な冊。汁姐物が邸中する 闘の盟北に接して掘

られた土捕である。祭良時代の土輔 SK7倒1を切って制られているため.SK70-11の遺物も含ん

でいるが，大学は平安時代 (lO ll~紀末#J の土器町である 。 これらは近辺の!I!物で t生活した人々

が控草した迫物と劣;えられる。

H・tH:Iーした土器の多くは細片で，回示できる問料は少なL、。 上師器には肌と鍔荒がある。皿に 土師器
はn符15.8cmW.置でロ服部が外反し端部がわずかに肥厚する l矧 (51)と，口慌 10.ge1l1， :f.i高

• 

1. 4cm科症の小1mで n縁部が外匠気味に聞き端部が丸くおさままるrrm(.印〉 およびl寸在10

~.総同 1. 5crn程度。小皿で，口組部が大きく外反し端部が丸〈肥厚するJlI町1(48・49)がある。

I聞が酌上に多くの砂粒を古むのに対し. II • TTI rtiはまったく砂を合まない胎土で祢く作られ

ているが，ひずみを持つ。 I間1個体.Jl知1倒体，1lJ1Jiは10倒体以上山土した。

出色土憾にはA .s両極があり .A類には腕と鉢がある。A1!Iの腕 〈ぬ3)はn桂15.1岨，器

向6.，棚程度の大きさで，外方に踏んばる比較的長い向ず?を持ち.庇掃近辺から~d般に内胃気

味に立ちあがるりを特徴とする。径向指盈42程度。器燃は比鮫的J'J..<.11.b!:部外I聞はTli辞にヘ

ラケズリで調畳する。図不したものについては，器聞が荒れているため，ミガキの有無は定か

でなu、。別の破片では，口組部外而に粗いヘラミガキを加えた倒がある。口組f都内面 ・底部内

• nJIについては粗L、ヘラケズリを施す。高台部・庇部にはヘラミガキはない。Blli腕 (304)の形
廟は甚本的にはA頬と同様であるが，調整手法が異なり，内外而とも細かく nドなヘラミカキ

を施している。A矧腕は3個体.s罰摘は2個体以上附dしている。A舶の鉢 (305)は底部を

k制するが。P世足が付L、ていた痕跡を有する。内而は丁僚にヘラ、ガキを施すが，外岡はケス

リ制組のみでミガキがなL。同瞳の鉢は薬師寺西M防からJJl土している。

黒色土器

創出掛の総同には哩鉢盃があるが，ぃrれも制11である。鉢のn縁部は内司気味に外力 須恵器
事 に聞き，端部が王縁状に丸くふ〈らむ。ロ輯部外商は不問盤でロタ"日の凹凸をとどめ，底部
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外而も不調整で糸回り叫が残る。

以上の他に民制l陶器の艮頚臨の破片がll，i，llI:1ーしている。

ii SK 7097出土土器

佐伯門SB3600の近くにある東西方向に延びるH:方形土踊SK7097から，少品ではあるが，

土師器 ・烈色土器 ・割足1器等が出土した。これらは.SD6却B様式の後に舵〈型式である。 .

土 師器 土師禄培法告閣は綜^ (柄。-74)のみで.，約12醐体ある。いずれも調務はn輯部上端のみを強

〈ヨ コナデする e手法によるもので，手法によるものは皆無である。怯椛はほぼ同一で，口

径14.4-15.Ocm， Ø~~'~3 . 0-3. 2叩である。741主務植と して使用したもので，焼成能庇面に'1、き

な穴を穿孔している。

黒色土器 黒色土穏には固と聾がある。院は小Iiで外耐のl盟国が剥部しているため，ヘラ、カキの有無.

は不明。内而には郎、ヘラ、ガキを施す.輯〈拙}は平庄で品台をふ同，外反する郎、ロ躍部

U~闘で内町する休部からなる。休部外耐にはヘラケズリを，内[山には織力向のハケ口調整を

施L，胴部J，'I'部にのみ峨方向のヘラーガキを加える。(却1)は嗣綿上半をか;世し 1 やや小さ

Lゅ，3凹とほぼ同一形躍で，調整も同様である。

須恵 器 調理官告はすべて蝿の小片で，出良時代のものである。

ui SE 7094出土土器

SK7αηの南約3mの位置にある石組井戸 5E70901から，土師器の綜1点，nn 1点.，EK'軸陶恭

I皿1点が出土した。SK7田7より1rrしい時jpjのものである。

土防器 土師陪綜〈曲)は11置 13.01酬， 秘密向 2.8醐， 11*$部上位か外匠L，端部はわずかに丸〈肥厚

* 

する。nn(69)はロ控10.Ocm，総司1.2cmと小型である 3 ロ服部上位が外&L，端部を上方に .

つまみあげわずかに肥厚させている。両析とも e手法て'開盤。"柑郊外国には鮎，U加の巷き上

げ痕跡を班す。

灰輸陶器 灰"IIQ)皿〈醐}はn幅I溝上半をか:失するが，民間1.こは低短な角高台が付つ。外Tfiiはロクロケ

ズリで調検。匹前hは内面にのみ絡し， 附置揖色を5~す。 この灰柚肌は耐述のゴ師器よ りも古い

時代のもので!l¥世"号窯司式に属す。

iv SB 7060出土土器

SB7価。の抗銅形から少iatのオ師器 ・爪色土総 !!i執ゆ勾器の破片が11101.，した。土聞記2の器慌

には小皿lがある。黒色土器にはSK70010と向掛の簡と世足の付く鉢，把下付唖，1.'5台の付く大

鉢等がある。J込色土冊A楠世間は傍副が荒れていてミガキ等の調監は定かでなL。庇liI拘器

司齢

には腕(50:めがあり，ロ棺部外面をヘラケズリ間被せず，庇部に糸切り出跡を堕すなど，末掴・

段附灰柚陶器tの問符置を備えている。腕減が1tC、ため，灰利は灰向色に発色している。

v S8 5958 U:l:1土器

小規模な抑以性1Il物SB5D聞の柱穴から。1.1.¥色土器Btriの腕2点と瓦憾の小出l点が出土し

黒色土器 た。よ1L也土出B矧臨 (312)は"佳16.5t-m，器向6.1佃， 外方に聞く比般的向、、高台却近くから市
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内管究味に立ち上る口組青春で，端部が丸くおさまる。口組部外聞には4阿に分け水平方向の

ガキを，ロ緑筋肉而には迷絞回転ヘラミ ガキを施し，底部内閣は一方向に調1<ミカキを施して

いる。庇部外而 .?Ji台部にはへラミ カキを施さなL、。胎土は.SK7040や SB7026Ul土の黒色土

冊 Bに比Lて砂っぽL 、。 同小腕 (311) はロ佳9."cm ，器:-?:，~ 4. lcmでl 外方に時んばる日台をも

・ ち，円緑師は下半からおに立ち上る。調盤法胎土は312と共通する。

Iι器の小師 (4叩〉は口径 10.3団， 担原市 4.1団。日台を先制するほかはほほ先イがする。11栂 瓦 器

部外国上位。ー部にヘラミカキが認められるが，以下の部位は号沿.1<而が刺躍し，、ガキの様子

を担架できなし、。ロ縁部内rruは瓦器特有の同転ヘラミガキ，底部内而は直史する 2Jir;"Jにミガ

キを行なうが，底部全面にはEばない。灰白色町水班粘土を舶土とする。

• vi 587026出土土器

Ss7'田6の蛙穴からIH色土器A額の蝿5個体 s間町腕1刷体が山土した。 後節で詳しく述

べるが，これらすべては葺師守西伯野床面土器の後に比定される型式であり ，SB7026の年代

を考えるにあたって貴重な賢料となった。

A煩腕 〈蜘~酬は口在 日-16咽， 器削 5.6-6. 3cmo ~ 、rれも 11眼部は底部近くから急激

.に内問しつつv.ち上る形盟で，内面の端部やや下位に世レ世臨もLくはI史を布する。高台は比

較的高<.外万に大きく聞く。外面にはヘラケズリを施すが，308・3岨は口総務上位を削り蹟

1.-. "コヲデ痕をとどめる。様聞が荒れているため外itiiのヘヲミガキの様干は定かでないが，

308には醐方向の粗Lヘラミガキ痕が認められる。いずれも 11棺部内聞には週位向転ヘラ ζ ガ

キを施すが，総じて粗維で，308のようにミガキの前段附て'行なったヘラ状保共によ るハケメ

事制盤痕をとどめた酬もある。
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B頬白梅 (310)は日台を欠損するが.A顕のものとほぼ同一世量で，細長く外力に凶く両台

を持っと考えられる."紐部はA知と比べやや直躍的であり，内外面のヘラミガキも密であ

る。

vii SE 6146出土土部

6ADD-Q区のS旧日Oの屋内にあたる位置に，相接して2韮の井戸SE6135.6146がある。 .

Jlに縦板組みで平安時代桂期に訴す。SE61461.l、らは土師器，瓦器，白酷片が附土した。

土師緑 土師器の器極には符(1点).小山 (2点)がある。杯 (52)は完形で'.ロ怪14加羽，松田3.5咽

を劃る。ロ棺部j，端がやや屈曲L.端部を上方につまみ上げわずかに肥厚させる。e手法で調

撚，内面のヨ 2ナデは底部にまで至らず，底部は単にナデで調整するのみ。ロ縁部外而に粘土

組巻き上げ痕跡，内面にコテを使用して副聾した痕跡をとどめる。小限はどちらも小片で，同・

毒気味に大きく外ブJに聞〈口暗部で端部の丸くおさまるもの (55)と，円時部 t摘が屈曲し端

叩を上方につまみ上げて肥厚させたタイ グ (5のがある。能者は 5E709のlllniの系統をひく 。

55は庇褐色系の克也を示し胎土に砂粒を含むのに対L.日は灰1:1色に尭色，砂を企〈古まない

ねっと りした胎土である。

五 倍 瓦器簡は約8個体分あり ，うち完形品は2点(<401. <4叫〉である。401・1104はほぼ同一世盆 ・

で，口径 15.<1冊，総高 6.7cm，両者ともに外方に別〈低師かつ太日の高台を持ち，口棺部外国

に成部から口縁部に向って続方向のヘヲミガキを3固に分けて施す。ロ縁部内而には水平方向

の亜脱回転ヘヲミガキを，品込み部分にはジグザグ ミガキを施す。 401のロ緑節外而および見

込部の 、ガキは4仰に較べ者11、。 4回は底部を欠止するが， 401と同様な調整訟である。 406は前

述したものに較べ，日韓部があまり内寄せr.日台も嗣く尚も、。見込部分には互いに直交する.
2方向からゾグザグミガキを施L.格子1止に見せている。<1031まロ栂部と位を民くが.4佃と同

憾な高台を持t>.底部の中央付近に小さな失刊を巡らした珍しい倒である。且込み部分には比

較的細かL、シグザグミガキを施す。 405はロ毘 18.2閣を測る大出で"輯内面上位には枕線が

なく ，端部も丸くおさまり，伴出した瓦器腕と形胞を典にす4Lロ栂部外而には3段にわたっ
て強Lサデの痕跡を残すが，器表が荒れているため内外のミカキの有無は定かでなし、。肋土は.

他の瓦器腕と同級に水簸した白色の粘土である。小皿は小片で図ホできないが，口組部内而に

は横方向のヘラミガキを，見込み部分にはジグザグ、ガ.¥"を』をしている。外而にはヘラミガ干

はない。

V山 SE6135 1.1¥土土器

5E6146の車問に躍Lて存在する列戸5E6135からも少量の土師器 瓦器が出土した。

土師器 土師器の器極には小皿と鍔韮各1点がある。小田〈剖)は白色を呈し，よく班き締っている。

胎土は比鮫的拍勺とりした粘土に飢砂を若干ま じえる。"縁部上喝のみをヨ コナデ調整，底部

内面はナデで調整。骨量〈臼)は顕部より守や下位に幅2""ほどの鍔を{卜九内揖端部は内外

に折り返しメ1<肥昨する。鍔の上下はヨコナデL.その他の外luiはアデで悶盤。岡部内田はヘ

ラケズリで調整。

。同惨な大様は薬師寺から州 iしている.r間有田年度平111宮破IIIJp日.
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瓦器出 (407)は完形品で， ロ佳 15.2咽， 器~.::i6， Ocmo法量的には$E6146出土の瓦器固と同 瓦 器

じであるが，外国のミガキはそれより粗しまた底部内而の且込み部分。ジグザグミガキは組

雑である。SE6146の腕に比ベ後出的な様相をもっとLえよう。腕にはこの他，口融部を欠失

するが，且込みに多量の蝶S免措絞を施した破片がI.Qある。

• ix SK 6470 出土土器

S86430の東側にある円形土捕SK6470から少品ではあるが土師器 ・瓦鼎が出土した。土師器

にはJJIl(4片)， j':)韮 (1 J 1")が，瓦器としては腕 (5個体分の仮}j')と小川 (2的 がある。 時期

的にはSE6135より接出の型式である。

土師探皿にはJl在 12.4cm，器商2.8c回程度の'1'1m(.品)と，ロ在9.4cm， ~再 1.9cm程度の小 土師 器

・瓜 (57)がある。両者ともに灰白色を呈し，胎土に若干の砂位を合み，堅〈焼き締っている。

いずれも ロ縁部上段をヨコナデ，底部内面をナデで調整する。

瓦器腕には口組却がゆるやかに内問する曲線で端部に至るもり (410)と，端部近くで急設に E 器

立ち上るもの (m_.U3)とがある。両形態とも高台の断而lは三rr，形だが，前者は後者に比べ

高〈て大きも、。すべて日輯部外面に繍方向の粗いヘラミガキを3固に分けて施す。 ロ幅部内面

・の通説回転ヘラミガキは密であるが，見込みのシグザグミガキには細かL、もの (410)とやや粗

いもの【A1J)と差が認められる。小皿は口径 1白m，昔話向 2醐程度で，nlt部上位が外反する。

口鋭部内而に水平方向の ミガキ，見込み部分にシグザ〆ミガヤを施すが外面にはない。

x SK6508出土土探

SK647'伽つ東方的 12mの位間にあるニ士踊SK6508から，SK6t¥70よりやや山い時期iの土師器・

働 瓦器が山土している。

土師鉛の様租には皿 A1とllltAIJIがある。皿 AIにはさらにロ鋭部が内司気味に外方に聞く 土師 器

ものく.59)と，外匠気味に聞くもの く曲)の2闘がある。いずれもロ睦部外面をヨコナデする

が，隊館内田はナデで調務Fる。皿A旧もまた，やや外E気味に外ブJに聞〈もの (61)と，ロ

縁部が大きく凪幽し端部を上方につまみ上げて丸〈肥17させたもの (62)とがある。

・ 瓦鴇腕 (415)は口桂15.4cm，皆同 6.2冊。口融部外面のミガキは3阿に分けて，州台のすぐ 瓦 器

上方からほとんど障問なく携に施する。見込部のジグザグミプfキは組、、。同台は酎而三角形状

で比較的大きL、 同腕 (414)はu在 14.4cm，器商 5.9.酬で，-115に比べ幾分小型である。口組

部外面のヘラミガキが~l<，巨対に見込み部のジグザグミガキは細くて密である。底部には断

iJii三向形の小さな両台を付す。

. 剖 SK6剖9出土土器

前1V周lの掛立桂建物SB6430の東妥柱列の柱掬!形〈ニイ〉を切る門正土掴SK6田9から，12世

紀前半捌の土師m・瓦器が出土した。
土師総の~f!nにはJntArr (1/.0，同A山 (4 .... .0がある。mtAIT (67)は門担 15.0叩，器出 土飾 鐸

2.3cmでやや外以珂味に外方に聞く口融自lを持ちJl栂部上捕のみをヨヨブデ間格Fる。 JJIlA

・ mには，Arrを小型にした形態のもの(日街。66)と，ロ緑憶が内町賀味に立ち上るもの 〈剖)
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とがある。前者は灰白色，能者は赤IU色を呈する。

E 器 瓦器には椀 (7個体〉と小皿(Ifi自体)がある。倒 (416_420)は皆ほほ同一法s:で n在が

14.8-15恥m.怨白色 2-5.5叩である。断面逆三flJJIラをEす小さな高台を持つ。口組都内而り

枕組も端古都近くに存在し，内面のヘラミガキも粗L、。内面見込官官のミカキは暗11:鼠に度化し，

蛾旋状を吊す。小皿 (421)は口径9.3cm，探高 1.7crnで，外方に聞く 11柑郊を持つ。 11報部内

面には横方向の、プfキ，旅田内而にはジグザグ ガキを範，。

D 施粕陶探

施利向器は， 土師法 .ffUH器に比べi立的には少ないが，灰軸闘需 ・揖軸陶器柚入陶磁器

• 

〈管磁・白厳〉がある。多くは遺物包合層から出土したもりで，過h習に伴ったものは緩めて少敵.

である。

1 灰粕絢器 ・白ヨE系陶器

伏liI胸器は総数日点111土したが，大判むl、汁で図上世阿できるも のは少なL、。脅枠組として

は，腕・皿・日重量i・』金額盟・広口組などがあり ，拙 .llllが多量を占める。これらは，胎土 形・

II!l ・ 向車手担、等からみて ， 後述する 2 l.i.以外はすべて東田産~考えられるL
灰軸陶禄の大半は包合同から同士したものだが，比較的まとまりのある分布状視を示れす

なわち6ADD-N.GI誌に集中しており j ここは5B7回4等の小組出建物が?密集する箇所。東

側にあたり，また井戸 5B7凹4や長方形上輔SK7097にも近い。出土した医軸陶器は，艶器地方

の灰軸恨の掴年に従えは，先ケ丘1号訴i式 ・A原2号m式-!包産山1号紫式の3型式にわたる。
9世紀前半 9世紀前半代の SD650A型式は少な<.円寮北辺の 58&130川辺からわずか2J，'，¥ Lか出土し

ていなし、。 腕〈臼めはIJ組部を火失..るが，鹿の張る形態の小胞である。断聞方市の尚台が付

く。刷モによって内而にのみ施Y軸し，且込み部分には三叉トチソの当りを残す.外面にはT'鮮

なロタロケズりを施す。肌 (546)は，低恒な角両台をもっ平底と内略気味に外方に聞き端部近

くでわ子かに外反するロ服部からなる。舶は546とIIIJ隙刷毛により内問にのみ施す。外聞のログ

ロケズリはn輯却の上位にまで及ぶ。両者は垂匁叫'J、牧市に所在する臨向車の産と且られる。

光ケ丘寵式 光ケ丘熊式にあたるものには，蝿 ・肌 ・唾壷・長野置などがある。腕 (51η は，ロ幅訟の外

• 

回世カ所に箆を押しつけて花弁状に此せる桔花院である。n柑部ま内問し，端市近くで外匠す ・

る。日台は比較的制品<.外側同が外飯し内側面が内司するいわゆる「三日月型」向台であ

る。 外而はロタロケズリで調整L . 軸は刷毛により内外両面に施すが， 底部外面には胞~hしな

し、。i臥 (518. 5聞は，内甥昆味に大きく外方に聞き端部間近で外医する ロ縁部でl 怖に比へ

て低躍で太い三日月型向台を布する。11棺郡上位を肱〈外面をログロケズりで嗣純 L.刷毛に

より口組部内外面に錐軸する"518は且込み部分にも施柚してレる。唾催。48)は，輯存する命

部分には来hf.l~かかっていないが ， ヘラミガキはなく ， 11軸の盆地とは思われな、、。体部と底部

の揖を一段〈ぽめて切日台風に見せている。庄市および休部外国をロクロケズりで同盤。長臥

淑 (5おうは副都以下を火失するが，外ブJに捌く比fi(的短い副部と外lばする輯部が残る。口組端

1) J:iI(制陶穆の産地 時期は斎藤孝正氏〈名自民大学文学摘助手〉の教7ミによる@
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遺物品号| 山土地点

5制3 6A DD-Q (SE7'凹 7)

501 " 
50::! ι， (Ss7民泊)

503 " 
日M " 
505 H 

506 " 
507 " 
508 " 
示ヨ9 " 
510 " 
511 " 

514 " 
515 " 
516 • 
517 • 
518 " 
519 " 
520 1ψ 

521 6ADD-N 

5S2n 2 • • 
524 " 
525 " 
526 " 
527 " 
55229 8 " 

" 
530 M 

531 " 
55332 3 " 

" 
ー31 6ADD-1i 

臼S 6ADD-L 

"6 6ADC-H 

る"' " 
538 " 
53') 6ADC G 

540 " 
541 6ADC-N 

542 6ADC-P 

'13 6ADC-L 

544 ， 

545 " 
546 " 
547 " 
548 " 

己じと鍾
椀

憐

" 

" 
" 
Fヅ

" 
" 
凪

桜5

" 
llil 

" 
杷子付嵐

腕

総l'倒
皿

" 

" 
腕

" 
" 
広口嵐

iミ瓢阪

広口煩

長額腕瓶

鈍

" 

" 

時記事亙朝醐開|時

l習昌幸是j
|土出ゴ仁と仁乙
" 

141E 
" 

無

~( 

主同君主
" fE1E土
子三i子二五三

Tab.l0 悶X<Jt域出土民総リ陶器覧



司院

部を一旦内側に祈り反し，さらに上方に小さくつまみ上げてある。灰制長額面と Lては特異な

口組形態であり ，W役窯では今の所額四見出し熊く ，胎土から費型産と判断した。民柚はロ棺

部および頭部外商と口服部内面の上位に処されている。 528は長頚胤の底部破片で，底部外面

と残存する岡部外面をログロケズりで調整する。

大原2号無式に属するものには腕皿がるる。腕 (50'白色)は，いずれも外方に時んばる

比較的高い断面矩形に近い河台を持つ。底部外而と庇部よりやや上位のn融部下位をロ グロケ

三ム4:
H弓豆主-V56

¥k斗ィイ

て;一一万
、¥E 恒子問
一一¥lJ  ¥，?  
¥グ、 一
「てでr-可 531 

ぐ〈孟ー-H7:

ャτ才師

¥ご二lプ?
叩Lf
\\iL~ 

R云ヰ竺~

、三基±ずT!?

て三2'

¥=日〈
O -

¥工二主竺rペ13

モメ1

、斗三〆(

て:千二ニイ
¥Jョノ2
Fig. 60 範明白陶器実測悶
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ズリで調整。ロ綾部中位から上位にはログロ日が罷る。利は噴けlJtけによりロ睦:l!内外国に絡

すolDl (513)は外方に聞く低短な高台を持ち"輯端部は丸くおさまる。由け鈴けにより口組

綿内外面に施軸する。出とI;;J様，口組部下位から底部外面をu タロケズリで調教する。

出世IlJ1号顎式にあたるものとしては腕聞がある。531は八の字形に外方に聞〈両い高台と

・胆部からほぼ克直ぐ立ち上るロ棺部からなり，古!輔の形酷である。外而が不調整で"輯部外

面にはロタロ rlを，J，!部外耐には糸切り痕をとどめる。積11はも:1け飾付により口縁部内外国に施

す。536は小田で，内聞に陥民緑色の軸が鋳る。

虎渓山 l号
ヨ儀式

以上のほか!内主主系陶鉛，いわゆる山茶蝿も一点出土している (539)01火靴陶器と同じ〈霊 山菜続

車産とUされ，11 1でも西匝~式の l Li!再出に近い耐膿をもっo

• it 緑利陶器

輯柑1陶器は包合周から総計16やが出土した。揖

斜陶器も灰来l嗣器と同様，小盟模な掘立位挫骨が

~rl't分布する 6ADD-Q ・N区周辺から出土して

遺物桝IIIIL地点

いる (Tab.lO)。

市 緑縦陶官雲の~屈には臨 ・ 皿 ・ 唾壷がある。冊5

は"笹11.2cm前後に世阪できる小腕であり，内胃

する"縁部は場部近くで外医する。外面は不調噛

でログロ Uをとどめ，内外国に涜緑色の軸が掛

る。il'.1也は附以色~民尚色を呈する硬陶で，近江

・ 直と与えられる。印1は口径 1.15cm科の腕で，底

部近辺が内鈎し，それより上伎が外匠究味に聞く

口融却をもっ。"Ii部は九くおさまる。円縁部外

凶下半をロクロケズリで7.上半をログロフ デで調

整し，内田iにはヘラミガキを施す。内外面に務員

6岨

601 

6回

帥3

604 

帥5

制l6

帥7

'" 
同9

610 

'11 

612 

613 

'1' 

615 

61' 

6ADC-G 

• 
6ADC-L 

" 

• 
" 

• 
， 

6ADD-L 

5/¥01) N 

， 

， 

• 
6ADD-L 

6ADD-Q 

• 

削|酬|帥
釧
軟阪陶陶

• 
段凪 • 
'J、椀 I!陶 近江

続 • 卜一
小随回型 " 
， • ， トーー
倒 ， 反少

唾wぜ ， 
卜一一

争d 軟陶

段IIll 般向 現{猿

小鈍 軟陶

後随 俊掬

血 ， 東海

， 
" Z友部

， ， " 
• 同元

，緑色町魚Iib、鈴る。灰白巴の舶の硬陶である。曲4

'11、のヰニ形に外方に問、、fこ両台が付く平底と，外

削庄の小さいロ縁部からなる探闘の破片である。

両台内側簡はくの字形に屈幽する。底部内而には

三文トチンの出跡，軸下に生地醜成時に生じた盟
Tab. 11 録制耐諒一覧

-ねt聴きのあたり ・舗状痕跡をとどめる。全面に暗担品色の軸が掛る。暗脱色の胎の軟両であ

る。 615は切尚台の皿で，m;部中央部がー段出〈円形にケズリ UlしたL、わゆる蛇ノ U高台を持

つ。日開師 ・庇部外面をロク回ケズリで調整しj 内聞にはヘラミガキを施す。軸の揖りが悪

<.ロ躍館内外而に部分的にil'l存 T るに週ぎ t.r.~ 、 。 I~I色の粒チを多J.lに合む出色の胎の夜陶で

ある。 613は断而矩形を呈する貼付高台を持ったI此の破片で，出部外而と口録的下半のみをロ

・ タロケズリで制監。企前に薄緑色の系が掛る。附民色の胎の匝陶で，点出産と与'えられる。 610

はロ怪9.6cm，冊目1.5cm ~小型の段皿で，外力に問んばる嗣し、日台をイイした平底と ，外反気

味に外ブJに聞く IJU.叩からなる。ロ縁部内而に戊L段を持つ。庇郊外出はナデにより，口縁部
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外面はログロナデで調整する。軸の残りが思く，内面と 口惜部外面，両台部外面に部分的に残

る。灰白色の胎の腹自で，%器産と目される。制8は唾査をの下部の破片である。底部外面河辺

部と体部にログロケズりを施すが， 底部中央部には及はず糸切り痕をとどめる。 :~J'味の強い薄

緑色の事が外而企而に鍋る。内面底部にも 部柚の克色が認められる。

山 輸入陶磁器

出土した愉入陶磁器は総数26点ある。そのうちわけは官融片10点，白磁片15点。来続陶1点で，

遺構に伴ったものはわずかに l間 (7曲).他はすべて包合府からの出土にかかる。出土地点は

Tab.llのとおりで，分布上特に顕著な恒向は認められない。時期的には11世紀から15世紀に

わたる。多くは細片であり，恭輔さえ不自なものがある。

* 

賓 磁 fj磁はFへて龍皐需系であり，その器積には腕と，器形は不明であるが貼花による腔車紋を*

遺物番'}1地 区 l穂別 |器 Ht 
700 SE6146 T守白俗 椀

701 6ADD-N " 皿

702 " w磁 鈎

703 6ADD-O " 不明

704 6ADD-P 白俗 椀

705 " IXI柚 3位

706 6ADD-Q 白磁 椀

707 'ア " 'ア
自 磁

708 " ， " 

709 ， " N 

710 " " " 
711 6l¥DC-L " 切立香炉

712 Jν ， 盗

713 6ADC-K 73 磁 憐

714 6ADC-N 白磁 jη 

715 " 
1γ ， 

716 6ADC-G 世磁 不明

717 6ADC-O " 約

718 " 白滋 術

719 W lV臼鍵 不明

720 6ACD-P 背磁 腕

721 " " 不明

722 6ADC-R 内縫 腕

723 ， 
" M 

724 6ADC-K " 不明

725 " 
， 杭

Tab. 12 鮪入陶磁¥l'J-'tZ
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持つ破片などがある。椀には，蓮弁紋をロ棺部外

面に片彫りするものと，無位のものとがある。蓮

弁紋にはさらに，弁に簡を持つもの (717)と持た

ないものの2植がある。也に蓮弁の形盟は詳かで

ないが.)1込みにイE肢を月彫りしたもの (715)も 稽

ある。情肢の腕 σ14.720)はいずれも口組部上

端が外反する形態で， 714はU制部内而に-'f，の

沈線をめくらせる。

白磁の大半を占めるのはやはり腕であり，也に

三足の切立1'>炉月と皿があるが，これらはやや時*

j田が下る。椀には!日縁部が!付哩c.端部外国に
の小型王緑を持つもの (706)，外方に直腕的に聞

くH艇部で， 幅広の玉紐を持つもの (704)，口組

部が内問L上端が外匠L端部が丸くおさまるもの

(722)の3績がある。玉縁日韓の椀は，ロ栂部下 車

半以下が露胎で，ロ栂郊外商はログロケズリで調

整する。皿 (701)は狭い平底と閉山する円縁部か

らなる。口栂部下半以下は露胎で，柚珂はず7味を

t?びる。

E SK 1623出土土器

m15次調査て'検出した土嫡SK1623から多量の

土器聞が出土した。遺構については慨に r平級官

報告IXJにおいて報告済みだが， SK1623から出

* 

土した土器は総数368個体におよび，土師器 ・ぎj • 



.ill密 ・!H色土III・庇利陶器 ・録制胸器 ・7守匝 ・白醒があり ，911ト

紀後半代の基柏町将となりうるので，ここで出土遺物について制

介しておきたL、 まず遺構の概要を述べする。

SKl回3は平減宮内面l何門〈王子門SU1616) ~ntUj約20mの(.'t.

.. jj'{にあり，南北5.lm，m由4.0m，rtさLOmりR方形の土捕であ

る。近辺には，馬軍地l互に且られるような宵f拒絶世に辿てられた

小胆院な摘、川主建物があり ，それらの盟特で使附きれたものを位

型した滋芥処珂用の穴と考えられる。

同併

L 土師部

土問磁の器細には杯A.杯B・綜B韮 .JlJlA・JUIB・nuC• ;flj 

綜 ・盟鍔毛主 ・留があり，食様聞が圧倒的多数を内める。nuCを

肱き，いずれも向様な胎土組成をなL，TH干系統に属れ

杯Aは出最の上から綜 AI-A血に分かれる〈別表4)。綜 Al

・ 〈冊~田)はロ佳16-17，凹lIi/後で，高さ2.5-3. 3cm" rr語部は外傾

庄が1Ji<. n縁苦悩上端がくの~t形に屈曲する。杵 A l の調整には

c ・cの2手法が認められ.C手訟の方がやや多い。係AU(77_ 

79)は11{主14.0.......15.5叩， 高さ2.-1-3.7開。形態は杯Alと共通

する。調喰型、にはc• ，の両手法があり，その比は5.5:4.5でc

・ 手法が1;'干多L、。杯Am(ω〉はH在日-14叩， 刊さ2.4.......3.1聞 1

間蛙法にはc • c 両手法があり ，その比は杯 Anといl様で c手

法がやや多L、。杯An ・ Am~中には! 間l旧総として利川した痕

跡をとどめる尚が少数ある。

JmAは出品によってIIllAI・Anに分れる。皿AT(田-91)は11

・ 僅16.S叩，日さ1.7.......2.0明で，広い平坦な底部とくの字形に外恒

するロ縁痛からなり ，口縁部は内側に巻き込み大きく肥厚する。

調整怯には c(91)とc (1鎚-90)両手法があり ，その比は，7: 3 

の酬で前者が多い。皿11A II (回-8η はロ桂14.6.......15.3叩，向き

l. 7.冊。形態はAlと同酷であるが.ATよりも;禄監が的<.口融

・ 拙のl!き込み小さくわずかに上必に突出している。 c • ，手法の

比率は 3: 2 で c が多い。置砂J~として匝用された痕跡を持つ

聞が寄っ干ある.

IIllBは般硲系器屈を撚した形態で，比較的長〈佃し向台と世い

Jfflffl¥からなる。 n雄部が内刊し血部が比較的I'iiいもの (92・94)

と，直線的危 11柑部で肌部が非常に洗いもの (9めがある。すベ

e て制牧は c.手法による。

mL C (105~l07) は n桂 lO.3.......10. 6cm，日さ2.2c価税の小IUlで!

平坦な底部と大きく外5(-，る円陪郊からなる。期終はrベてcT

土師穆 338 

停AI

An 34> 90 

AID 37 

停B

4不B蓋

凪AI

All 

血B 18 

血じ 8 

rrH不 6 
理 10 

釘釜 1 

カマド

須忠器 7

凪8 1 

跡A 3 

直B 3 

自民色土zl n 

併A 1 

杯B 10 

皿B

鉢A

建 l 8 

g変

Il! 

'1叫陶俗判 2

白銀腕

K型fi竺l」1:4 

機 3

血B

土師恕 318(8ι町福〉

須型機 7( 2.町白

!!.\色土~ おく6.2%)

中由製附舷¥1:1 2( O.時五〕

灰属11陶器 14( 3.号活)

録開l陶揖 4( 1.貯の

:1 3611 

Tab. 13 SK1623出土土
器の(語極構成
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法による。 ほとんど砂粒を合まない灰白色の粘土を肋

土と L，宇ベてよく焼?締ってるいか，ひずみを持つ。

杯Bには底部と円報部を共に備えた聞が少ないため

杭計上から語、且による分舶は行危~ ， î~} な L が，日雀

22.2cm，川さ5.7酬と大型で11制部が内町気味に立ち

上るもの (I同〉。 口怪19cm，高さ 6，~前後で底部から

ほぼn直ぐ外克に聞く中型品 (97-98) 口径18.Ocm， 
日さ4.(k怖でロ柑部上半部が岡山する比鮫的小型のも

の (99)の3輔が認められる。ぃrれも口絞端部を内

刊に折り返L小さ く肥厚させる。日台は匹姐で断面!逆

土師 æ~

綜AI 13 o 1 

All 18 15 1 

Alli 引) 17 
c ...42% 

mAIl24110 l 
AIll40 126 7 tI e...3匂五

杯日

血8

皿C

Tab. 14 SK1623ill土土師22の問主T目、

三向形状を呈するものが多し 。すべて<，手法ですむ手法で調整されたものはなし、。

椀 (96)はロクロi1で，灰褐色を呈し硬く焼け紛っている。日台は比較的高 <.外方に八の

守形に開く。

品停(101~l04) は同半な係部に公大な脚部をそ'<えたものである。 6 個体以上出土Lている

判酔

" 

ヵ'.本不出と脚部が接合する例はなL。杯部と脚部の接合法はすべて心隊に粘土を盈き上げる方 傘

法で，心持には上下で世があまり変らないものを世用している o 104は称部内出をヨコナア

で!外面lをヘラケズりで調整Fるが，粘土紐の岳き上げ瓜跡をとどめるc 裾部の縁部内外面は

ヨコナデで， それより上位の裾都内而はヘラケズリで調車。 本不部 ・据郊ともミカ セf;i¥j段は行な

わない。脚住部はヘヲにより五面体に面取りする。杯部片 (101)・符部汁(102. 103)も108と

同様な干法で調整する。

車には，ロ桂が胴径を上阿るいわゆる広ロの蕗 (1曲 l曲)と， 口経由:がくの字形に屈曲 L.

n栂端部が内側に巻き込み.fi罰部が比較的丸味を持つもの (1l0-11めがある。前者は口縁部

内外面ヨコヲデ，腕叩内面を水平方向ヘラケズリで調整する。外面にはかすかにノ、ケメ肢をと

どめるが，主国には及ば円安な副整である。能者の輩はロ縁部内面を横方l悶jの，ケメで，外同

判俳

をヨコナデで珂整。 110は胴部内面をナデで調整するが，監{部直下の内外両国iには叩き成形の *

痕跡カヲえる。

鍔圭 (113) は~1~A町宮l部直下に鍔を付した形開で，鍔は幅広の粘土干!?をE して貼りつける。

口栂部と鍔部をヨコナデで調整する。

118は徹朗砲弾形に粘土紐を荘き上げ，そり一同而を下方から方形に切開Lて焚口とした，

移動式置の焚口上辺の絞j十。日縁端部を内側に折り返L.ロ蹴部内外商をヨコナテで，休部外$

簡をρ ケメで 内而をヘラケズリで間監する。この他，同様な形出だがやや大形のものと!焚

口部周縁に廟が付し、た曜の彼片がある。

u 黒色土;掠

JlI.色オニ彬の器科lには杯A 杯B.MB・出 鉢A・壷 ・認 ・硯がある。置のみがB.f!iで，他

のすへてはA閉である。多くは制片で器面が刺市しており ，調整手法が観察できるものは少祉事

しカ.t"l、。
綜Aと認定できる破片は 1片しかなく ，供ni5形態の大半は杯 Bが円める。杯 B (313-317) 
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のロ緑閣はすべて内問するが， Jc端で外圧するもり (3日 316)と， Lないもの (314.315)が

ある。n揖端部はみな丸くおさまり，説:副を有する倒はなL、。外而の調殺はH障上端ヨコヲデ

で調整するものが多L・o ，手法による倒は少な<.また外面にヘラミヌfキを施した闘は 313

315の2点だけである。317はE部外面にもミガキを施す。

. .s!L B (318)は内耳する}jel"、口持部を持ち， Jc端でbfかに外庇する。"1<都外Ifllにはヘラ

ガキを抽す。

鉢A(319)は小川であるが n佳15酬程佐の寸叩戸の怯鉢形に担原できる。

小型 (3鈎〉はロ控9.<1明。卵形の胴部と外匠する小さな"柑怖からなる小型殖である。ロ紐

市lから日部近辺にかけて杭方l悶jのヘラミ フザキを施 j卜。

・似 (323)はD1J1の風字硯で，棺部に世相が巡る。E部外ifl1には低矩な脚がイナ〈。
盟 (224. 225)は内腎rる体部に外反する小さなけ柑部がつく。いずれも嗣却の大半を火引
するが，平妓京ili三w大路東側溝 (506明 から出土した同同議では耐而逝三角形の'1、さな刈
台がついている。闘郷土半却は様方向のヘラミガキを施す。

到 (32卜 322.326-瑚は丸い体部e比較的民〈外庇 j卜る "幅削‘らなり，端部を上方に1';

.弓つまみ tげ肥厚させている。 ロ怪 12-14酬の比較的大型のもの (326-328)と， nf王9.5_

10. 5cmの小型のもの (32ト担めがある。

1u 事i恵官官

調理鰐の盟組にはslls・盤 ・鉢・輩の他。出入品と思われる摂凪昨Itの杯，杯B蓋，量Kの破

Itがある。罰思器の大半は灰"'色を呈し，やや焼きが甘く l 庇が陣脅した剖でも十分に融けき

. らず自〈斑点状にふき山Lている。 白色の約下をかなり古むやや砂勺ぽい粕土を胎土と1卜る。

1m B (236)はぞ伊外方に聞く断面世形の高台に挫し、1111絡を付す。1:1絃聞は，-.8.内問先味に

外方に凶き，端部近くでくのす形に外反する。 "服部内外ITiiを"クロブデで間終。底部外凶iは

不調盤で，ヘラ切り痕をとどめる。

置耳踊〈泌3)は。口組部を欠損するが，平Eと押形の休部からなる。n部付近に相対する位
.置に粘土紐を鮎り付けた耳をもっ。岡部外面ヘラケズリ ，:tl iru上位はロタロナデ，底1部外而は

ナデで調教する。盤類としてはこの他， 平底で臨利鯵になる庇部J~' (262)と，向日台で休部不

調亜のもの (261)がある。262は盛期糸切りのまま不調担。

鉢には.平庇で外商度が小さく内奇気味に立ち上る体制lに外餌する置い 11fj:1:6を付すもの

〈剖)と，広い子氏でほぼ直組的に外方に聞き端部近〈で内聞するロ縁部をもつもの (260)と

事がある。仰苦はロ縁部から体郊外而をロクロナデで調整。庇部外而は不調換で来回り民をとど

める.後者はn線部外聞の下半部をロタロケズリで，上半部をログロナデで，庇部外面はヲデ

で間聾する。

，v 灰 利陶保

民柄拘協の器紐はすべて供陪形態で!院と肌がある。腕 'ill!とも型地1'1技誌の上で共通する特

. 色を示すので，先に 括して技法上の特色について述べることにしたし、。 ~~IJ法はすべて刷古

出りにより，内耐にのみ組制している。置ね焼き出成であり，保物!ia土の融11を防ぐため，底
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部には断而が縦民で端判lが尖る三角形を呈する向台，いわゆる 「三日月形而台」が付いている。

後述する 1例を除き外面はロクロケズりで丁寧に嗣位するa胎土も共通した型索を狩ち。全外

的に陥灰白色を1止するやや砂叶品、粘土で !H色の酷佐子を合む。東担産の版刷と且われる。

腕は法量によ って T-IVに区分される。腕 1くお2.日3)は11怪10.3-11. 5cm，総向3.7.叩程

度で，ロ緑滞上位が外反する。日3の外面調整は会食分維で，ロクロケズリは底部とロ輯館下{:，・

に隈られ， 上主幹部には直ばなL、。他の腕に比ベ苦十時期が降る可能性が尚し、。拙n('日1)は口

笹8.8cm，器而3.2明。11棺部は内司気味に端部に重り，上半部はほとんど外匠しなも、。ログロ

ケズリは円暗部上位まで及ぶ。椀III(550)は揖11とlrijー形態で n{王8恥畑，保利2.7明。院lV

〈臼9)はロ桂6.S朋，器商2.lcmで，口惜部上端部が外反する。 口材部外聞には非i市に細かいロ

クロケズリを施す。 ・

段nn(日4 弱めのn縁部は直線的に大きく外制し，内而に段を有する。b、ずれも底部を欠

失するが，大小2極あり， 大は日程11.7個，小は9.'岨ほどでるる。

皿 (551 臨めは内耳気味に外方に聞き，端部近くが外臣Fるn属部をもっ。出願に比べる

と，やや太い三日月形高台を付九日.71まロ世1O.7cm.務高1.7(111" 

v 緑粕陶器

結制陶器は3点出土した。617は腰が折れた披腕に近、、形1阜の闘のn揖部片で，ロ絃端部を

外方に務〈引き山している。口縁部外面はログロケズリで調整。口組部内外而にヘラ ζ ガキを

属す。陪灰緑色の軸が鍋り，内部砲が民黒色を呈する匝陶輯抽である。 61.は後出の底部近辺

の磁Hで，端而が幅広くわずかに内側にくほt!低L、貼付高台を付し，切荷台風に且せている。

事

見込みおよび高台部にはトチンの痕をとどめる。民緑色の柚が掛り，内部聞が附b¥白色の匝陶 ・

綜軸である。 61~はほぼ完Mの漂椀。口桂19. 8cm. 然出6.2cm。蛇の自の伊J荷台が付く。全体的

に分以<.11緑端部の引出Lもにふ;し、。且込みには生地焼成時の重ねのあたり〈給状民跡〉と

トチン0)1屈を践す固IJ縁部外面をロク ロケズリ ，内而をロクロナデで間聾したのち，両面およ

び且込部に細治時、ヘラミガキを加える。蹄色味の強い淡島巴の軸が圭而に餅り ，断面が灰白色

を呈する軟陶綜軸である。

v>磁器

輸入陶磁器としては背磁 ・白闘があり ，探酬には怖がある。各1点ずつ11¥土。

青苗腕 (126)は陸部を欠到するが，ほぽ直観的に外7iに聞き上端部がわずかに外医する 日報

部を持つ。オリープ色を帯びた暗緑巴の軸がt降る。自由簡はロ縁部の小片で，小さな玉躍を持

つ。図示できないがやや新しい時期の白磁とみられ，混入品の可能性もある。

1lS 

‘・
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